
（別表）（第２関係）

１ 事業名 ２ 補助事業者 ３ 基準額 ４ 補助対象経費 ５ 補助率

帰国者・接触
者外来等設備
整備事業

帰国者・接触者
外来等の開設者
等

次により算出された額の合計額

医療用シェルター等（簡易診療室）及
び付帯する備品
　知事が必要と認めた額

当該年度に係る
帰国者・接触者外来等を運営するために必要な次の経費

簡易診療室として使用する医療用シェルター（但し堅固なフ
レームを有する者に限る）等及び付帯する備品の借入れ
※ただし、令和４年度以前から継続して借入をしているものに
限る

10/10以内

外来対応医療
機関設備整備

等事業
10/10以内

新型コロナウ
イルス感染症
患者等入院医
療機関設備等
整備事業

知事が新型コロ
ナウイルス感染
症患者等を受け
入れる病床の確
保を依頼した医
療機関の開設者
※ただし、新た
に新型コロナウ
イルス感染症入
院患者の受入を
予定する医療機
関及び確保病床
を継続して有す
る医療機関のう
ち、令和５年５
月７日時点の確
保病床数を上回
り新型コロナウ
イルス感染症患
者の受入れを予
定する医療機関
に限る。

次により算出された額×知事が必要と
認めた数の合計額

①(1)初度設備費
　　  133,000円/床
  (2)簡易陰圧装置
　　  4,320,000/床
　(3)簡易ベッド
　　  51,400/台
　(4)HEPAフィルター付空気清浄
　 機（陰圧対応可能なものに限
　 る）
　 　 905,000円/施設
　(5)HEPAフィルター付パーテー
　 ション
　  　205,000円/台

②人工呼吸器及び付帯する備品
　　5,000,000円

当該年度に係る
新型コロナウイルス感染症患者を受け入れるために必要な次の
経費

①新たに新型コロナウイルス感染症入院患者の受入を予定する
医療機関及び確保病床を継続して有する医療機関のうち、令和
５年５月７日時点の確保病床数を上回り新型コロナウイルス感
染症患者の受入れを予定する医療機関のみ対象
・初度設備費
・簡易陰圧装置
・簡易ベッド
・HEPAフィルター付き空気清浄機（陰圧対応可能なもの
　に限る）
・HEPAフィルター付きパーテーション

②その他
・人工呼吸器及び付帯する備品の借入れ
　※ただし、令和４年度以前から継続して借入れをして
　　いるものに限る。

10/10以内

新型コロナウ
イルス感染症
患者等入院医
療機関病床確
保事業

新型コロナウイ
ルス感染症重点
医療機関（重点
医療機関）患者
等を受け入れる
病床の確保を依
頼した医療機関
の開設者のう
ち、重点医療機
関以外の医療機
関の開設者
（一般医療機
関）

次により算出された額の合計額

①稼働病床及び休止病床の確保料
　別添２（１）の該当する病床の上限
額×知事が必要と認めた日数
　ただし、令和５年５月７日までの病
床確保料について、別に定める即応病
床使用率の基準等を満たさない場合
は、別添３（１）の該当する病床の上
限額×知事が必要と認めた日数
 なお、令和５年１月１日から令和５年
３月31日までの病床確保料は、別に定
める基準を満たさない場合、算出され
た稼働病床及び休止病床の確保料を別
添４①から⑤までのいずれかにより調
整する

②退院後消毒等に要した経費
　知事が必要と認めた額

当該年度に係る
①空床確保に要する経費
②新型コロナウイルス感染症患者退院後の消毒費用

10/10以内

新型コロナウ
イルス感染症
専用病棟等受
入体制整備支
援事業

新型コロナウイ
ルス感染症重点
医療機関（重点
医療機関）とし
て知事が指定し
た医療機関の開
設者、または知
事が国と協議し
て重点医療機関
として指定した
ものとみなした
医療機関の開設
者

次により算出された額の合計額

〇稼働病床及び休止病床の確保料
　別添２（２）の該当する病床の上限
額×知事が必要と認めた日数
　ただし、令和５年５月７日までの病
床確保料について、別に定める即応病
床使用率の基準等を満たさない場合
は、別添３（２）の該当する病床の上
限額×知事が必要と認めた日数
   なお、令和５年１月１日から令和５
年３月31日までの病床確保料は、別に
定める基準を満たさない場合、算出さ
れた稼働病床及び休止病床の確保料を
別添４①から⑤までのいずれかにより
調整する

当該年度に係る
空床確保に要する経費

10/10以内

別添１のとおり



１ 事業名 ２ 補助事業者 ３ 基準額 ４ 補助対象経費 ５ 補助率

医療人材確
保・派遣等支
援事業

医療従事者を派
遣する医療機関
等の開設者

別添５のとおり

当該年度に係る
派遣後の診療体制を構築するための経費、派遣する医療従事者
の旅費・宿泊費等（賃金、報酬、謝金、旅費、役務費（保険
料）、委託料）
※新型コロナウイルス感染症患者を診療する医療従事者派遣体
制の確保事業については、上記に加え、次の経費も対象とする
需用費（消耗品費、材料費、燃料費、食糧費）、役務費（通信
運搬費、手数料）、使用料及び賃借料

10/10以内

医療従事者宿
泊施設確保事
業

新型コロナウイ
ルス感染症患者
を受け入れる医
療機関等の開設
者

・医療従事者宿泊施設確保経費
　　１室当たり 13,100円/日
　　１食当たり  1,500円
※ただし、所要経費が上記を下回る場合、
その額とする。

当該年度に係る
医療従事者の宿泊費、食糧費等
※ただし、令和５年４月１日から令和５年５月７日までの事業
を対象とする。

10/10以内

注 事業の目的、内容、留意事項等は、別に定める事業実施要領によるものとする。



別添１

事業名 補助事業者 補助基準額 補助対象経費 備考

外来対応医療
機関確保事業

令和５年３月10
日以降に新たに
外来対応医療機
関（令和５年５
月７日以前は診
療・検査医療機
関）の対応を行
い、少なくとも
令和５年度中は
外来対応医療機
関の対応を行う
保険医療機関の
開設者

次により算出された額

外来対応医療機関の新設に伴い必要とな
る初度設備等

右記補助対象経費の合計で 500,000円／
施設

新たに外来対応医療機関の対応を実施するために必要となる
初度設備等の整備のうち、令和５年３月10日以降に生じた、
以下に係る経費

　・患者案内のための看板の設置料
　・ホームページ上に外来対応医療機関であること
　　を明記するための改修費
　・換気設備設置のための軽微な改修等の修繕費
　・医療機器（パルスオキシメーター等）の購入費
　・非接触サーモグラフィーカメラ（検温・消毒機能
　　付き等）の購入費

令和５年３月10日から令和５年９
月30日までの事業を対象とする。

外来対応医療
機関設備整備
事業

新型コロナウイ
ルス感染症患者
（疑い患者を含
む。）を診療し
た実績がある外
来対応医療機関
の開設者

次により算出された額×知事が必要と認
めた数の合計額

　(1)HEPAフィルター付き空気清浄
　　機（陰圧対応可能なものに限
　　る）
　　905,000円／台
　　（１医療機関あたり１台まで）
　(2)HEPAフィルター付きパーテー
　　ション
　　205,000円／台
　　（１医療機関あたり２台まで）
　(3)簡易ベッド
　　51,400円／台
　　（１医療機関あたり１台まで）

当該年度に係る
外来対応医療機関の設備整備に要する以下の経費
　・HEPAフィルター付き空気清浄機（陰圧対応可能な
　　ものに限る）
　・HEPAフィルター付きパーテーション
　・簡易ベッド

令和５年４月１日から令和５年９
月30日までの事業を対象とする。

　　外来対応医療機関設備整備等事業



別添２ 

 

 

（１）一般医療機関 

  【稼働病床の病床確保料の上限額】 

ＩＣＵ       １床当たり９７，０００円／日 

重症患者又は中等症患者を受け入れ、酸素投与及び呼吸モニタリングなどが可能な病 

床を確保する場合  １床当たり４１，０００円／日 

上記以外の場合   １床当たり１６，０００円／日 

 

【休止病床の病床確保料の上限額】 

ＩＣＵ       １床当たり９７，０００円／日 

重症患者又は中等症患者を受け入れ、酸素投与及び呼吸モニタリングなどが可能な病 

床を確保する場合  １床当たり４１，０００円／日 

上記以外の病床   １床当たり１６，０００円／日 

 

（２）重点医療機関 

【稼働病床の病床確保料の上限額】 

①令和５年１月１日から令和５年５月７日まで  

ＩＣＵ       １床当たり３０１，０００円（４３６，０００円）／日 

ＨＣＵ       １床当たり２１１，０００円（２１１，０００円）／日 

上記以外の病床   １床当たり７１，０００円（７４，０００円）／日 

 

  ②令和５年５月８日から令和５年９月３０日まで 

   ＩＣＵ       １床当たり１５１,０００円（２１８,０００円）／日 

   ＨＣＵ       １床当たり１０６,０００円（１０６,０００円）／日 

   上記以外の病床   １床当たり３６,０００円（３７,０００円）／日 

 

【休止病床の病床確保料の上限額】 

①令和５年１月１日から令和５年５月７日（以下、「①の期間」という。）まで 

ＩＣＵ       １床当たり３０１，０００円（４３６，０００円）／日 

ＨＣＵ       １床当たり２１１，０００円（２１１，０００円）／日 

療養病床      １床当たり１６，０００円（１６，０００円）／日 

上記以外の病床   １床当たり７１，０００円（７４，０００円）／日 

    

  ②令和５年５月８日から令和５年９月３０日（以下、②の期間という。）まで 

   ＩＣＵ       １床当たり１５１,０００円（２１８,０００円）／日 

   ＨＣＵ       １床当たり１０６,０００円（１０６,０００円）／日 

   療養病床      １床当たり１６,０００円（１６,０００円）／日 

   上記以外の病床   １床当たり３６,０００円（３７,０００円）／日 

 

※ 特定機能病院は（ ）内の額 

※ ①の期間の休止病床は、即応病床１床あたり２床まで（ＩＣＵ・ＨＣＵ病床は４床

まで）、②の期間の休止病床は即応病床あたり１床まで（ＩＣＵ・ＨＣＵ病床は２床ま

で）とする。ただし、ＩＣＵ・ＨＣＵ病床でない即応病床について、多床室を即応病床

とする場合であって、構造上の理由により個室化することが困難である特別な事情が

あると認められる場合には、病床確保料の対象となる休止病床を２床とすることを可

能とする。（令和５年２月末までに確保された即応病床であって、当該即応病床に係る

休止病床数を２床以上（病床確保料の補助対象は２床まで）としていた場合に限った

取扱いとする。） 



※ ②の期間において、入院医療機関ではない医療機関において院内感染が発生し、実

質的に専用病棟となっている医療機関について、重点医療機関とみなした場合にあっ

ては稼働病床、休止病床ともに以下のとおりとする。 

 ＩＣＵ       １床あたり１５１,０００円／日 

 ＨＣＵ       １床あたり１０６,０００円／日 

 療養病床      １床あたり １６,０００円／日 

 上記以外の病床   １床あたり ３６,０００円／日 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



別添３ 

 

 

（１）一般医療機関 

  【稼働病床の病床確保料の上限額】 

ＩＣＵ       １床当たり６８，０００円／日 

重症患者又は中等症患者を受け入れ、酸素投与及び呼吸モニタリングなどが可能な病 

床を確保する場合  １床当たり２９，０００円／日 

上記以外の場合   １床当たり１１，０００円／日 

 

【休止病床の病床確保料の上限額】 

ＩＣＵ       １床当たり６８，０００円／日 

重症患者又は中等症患者を受け入れ、酸素投与及び呼吸モニタリングなどが可能な病 

床を確保する場合  １床当たり２９，０００円／日 

上記以外の病床   １床当たり１１，０００円／日 

 

（２）重点医療機関 

【稼働病床の病床確保料の上限額】  

ＩＣＵ       １床当たり２１１，０００円（３０５，０００円）／日 

ＨＣＵ       １床当たり１４８，０００円（１４８，０００円）／日 

上記以外の病床   １床当たり５０，０００円（５２，０００円）／日 

 

【休止病床の病床確保料の上限額】 

ＩＣＵ       １床当たり２１１，０００円（３０５，０００円）／日 

ＨＣＵ       １床当たり１４８，０００円（１４８，０００円）／日 

療養病床      １床当たり１１，０００円（１１，０００円）／日 

上記以外の病床   １床当たり５０，０００円（５２，０００円）／日 

 

 

※特定機能病院は（ ）内の額 

※休止病床は、即応病床１床あたり２床まで（ＩＣＵ・ＨＣＵ病床は４床まで）とする。 

  



別添４ 

 

① 令和４年１月１日から令和４年 12月 31日までの診療収益（以下「令和四年診療収益」と 

いう。）が、平成 31 年１月１日から令和元年 12 月 31 日までの診療収益（以下「令和元年

診療収益」という。）に 1.1（⑤に該当する場合は 1.2）を乗じて得た額以下の医療機関 

  

  「令和元年診療収益に 1.1（⑤に該当する場合は 1.2）を乗じて得た額から令和四年診療 

 収益を減じて得た額」（注）から「令和４年４月１日から令和４年９月 30日までの病床確 

 保料（知事の判断により令和４年 11月１日からの病床確保料を調整することとした場合 

は、令和４年４月１日から令和４年 10月 31日までの病床確保料とする。）（以下「令和四 

年度前半病床確保料」という。）を減じて得た額とする。  

 

（注）当該額が令和元年診療収益に 0.03を乗じて得た額を下回る場合は、令和元年診療収 

益に 0.03を乗じて得た額  

 

 

（令和元年診療収益×1.1（⑤に該当する場合は 1.2）－令和四年診療収益）（※）－令和四

年度前半病床確保料  

（※）（ ）内の額が令和元年診療収益に 0.03 を乗じて得た額を下回る場合は、 

（ ）内は、令和元年診療収益×0.03 として算出する。 

 

 

② 令和四年診療収益が、令和元年診療収益に 1.1（⑤に該当する場合は 1.2）を乗じて得た 

額以上の医療機関  

  

「令和元年診療収益に 0.03 を乗じて得た額」から令和四年度前半病床確保料を減じて得 

  た額 

 

 

令和元年診療収益×0.03－令和四年度前半病床確保料   

 

 

③ 医療機関の令和四年会計年度（令和４年６月 30 日から令和５年６月 29 日までの間に終了

する会計年度に係る決算）の医業費用（他の補助金等の支給対象経費であり、実際に補助

がなされた額は、当該医業費用から減ずるものとする。以下同じ。）（以下「令和四年医業

費用」という。）が、令和元年会計年度（令和元年６月 30日から令和２年６月 29日までの

間に終了する会計年度に係る決算）の医業費用（以下「令和元年医業費用」という。）に 1.2

を乗じて得た額を上回る医療機関であって、医業費用の増加率（令和四年医業費用/令和元

年医業費用）が診療収益の増加率（令和四年医療収益/令和元年医療収益）を超えた医療機

関  

  

①における「1.1（⑤に該当する場合は 1.2）」を「令和四年医業費用を令和元年医業費用 

で除して得た数」として算出した額とする。  

  

 

｛令和元年診療収益×（令和四年医業費用/令和元年医業費用）―令和四年診療収益｝－令

和四年度前半病床確保料  

 

 

 



④ ①～③の適用について、令和元年診療収益が、休診等の特別な事情により例年よりも低い 

水準の診療収益となる場合には一定の配慮を行う。  

 

⑤ 周囲にコロナ入院受入医療機関が乏しい医療機関（当該医療機関を除き「へき地保健医療 

対策等実施要綱」において明示されている「無医地区」又は「準無医地区」となる地区とし 

て知事が認めた地区に設置された医療機関）については、医療機関の収入額が、1.2 倍を超 

えた場合に限り調整対象とする。 



別添５

事業名 補助基準額 備考

新型コロナウイルス感染症患者を
診療する医療従事者派遣体制の確
保事業

医師
　１人１時間当たり　7,550円
医師以外の医療従事者
　１人１時間当たり　2,760円

　重点医療機関に派遣する場合
　　医師
　　　１人１時間当たり　15,100円
    医師以外の医療従事者
　　　１人１時間当たり 　8,280円
　

　新型コロナウイルス感染症患者の診療体制構築に要した経費の実費相当額

令和５年４月１日から令和５
年９月30日までの事業を対象
とする。

新型コロナウイルスに感染した医
師等にかわり診療等を行う医師等
派遣体制の確保事業

医師
　１人１時間当たり　7,550円
薬剤師
　１人1時間当たり　 2,760円

　重点医療機関に派遣する場合
　　医師
　　　１人１時間当たり　15,100円
　　薬剤師
　　  １人 １時間当たり  8,280円

新型コロナウイルス感染症の影響
に対応した医療機関の地域医療支
援体制構築事業

医師
　１人１時間当たり　2,265円
医師以外の医療従事者
　１人１時間当たり　  562円

　　医療人材確保・派遣等支援事業

令和５年４月１日から令和５
年５月７日までの事業を対象

とする。


